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EECにパケットキャプチャ機能を追加しました。
・EECの試験自体をパケットキャプチャーすること
・ミラーサイトを作り、パケットキャプチャーをすること
が可能です。

起動、プロセスの中止、簡易検索がブラウザ上から行えます。
また、取得したパケットキャプチャーは、データをダウンロードして、WireSharkで
検索することも可能です。

また、リモートEECとの情報共有機能を利用すれば、
遠隔にあるEECのパケットキャプチャーの支持を行うことが可能です。
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１．システム構成
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１－１ EECの試験結果をパケットキャプチャーする場合の例

１－２ ミラーポートを設置して、パケットキャプチャーを行う場合の例

パケットキャプチャーを行いたい箇所にミラーリングを行い、パケットキャプチャーを行います。

右図のように、EECを設置し、その試験状況
をパケットキャプチャーします。



２．機能一覧
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２－１ 起動
Top画面 http://ipアドレスorホスト名50ping/tcpdump/

①

②

③

項目を選択します。
① ： 取得するパケット個数を選択します。
② ： オプション 取得したいIPを入力します。
③ ： logのファイル名を入力します。

選択終了後、「起動」ボタンを押します。

http://ip/


２－１ 起動 （つづき）
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内容をチェックして、正しければ、「確定」ボタンを押します。 パケットキャプチャーが始まります。

パケットキャプチャーが開始されました。
「起動処理のトップ画面に移動」をクリックして下さい。

【補足】
パケットキャプチャは、１０Mｂｙｔｅ毎にファイルが分割されます。



２－２ 検索１

6

②

①

③

項目を選択します。
① logファイル名をリストから選択するか、直接logファイル名を入力します。

② J1-1 パターン検索
or

J1-2 ひと塊り処理の検索 を選択します。

③は、J1-1を選択した時に有効です。

④は、J1-2を選択した時に有効です。

④



２－２ 検索１ （つづき）
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J1-1 パターン検索 の実行例

J1-2 ひと塊り処理の検索 の実行例

上の赤枠の 37748 ポートを指定場合



２－３ 検索２
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J2-1 IPレイヤの分類 の実行例 J2-2 IPプロトコル種別の一覧 の実行例

J2-3 IPアドレス の実行例



２－４ その他
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①
②

③

トップ画面のページより、リンクがあります。

①（１）プロセスの削除
②（２）ログファイルの削除
③（３）上級者の起動

リンク先のガイダンスに従い実行して下さい。



３ 突発トラヒック見える化

10

３－１ 突発トラヒック見える化の初期画面
http://www.glcom.co.jp/itsr/burst_traffic.html を参照願います。 ↓ クリックします

３－２ trapプログラムの起動画面



３ 突発トラヒック見える化
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３－３ trapプログラムの停止画面 起動中の時クリックをします



４ 連続取得
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４－１ 連続取得の初期画面 クリックをします ↓

４－２ 連続取得の起動画面



４ 連続取得

13

４－３ パケットデータの複製の初期画面 Snap Shotをクリックをします ↓

４－４ 複製の実行画面



４ 連続取得
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４－５ 複製データの表示 クリックをします ↓

４－６ 複製データの表示例


